
～長崎県内のため池ハザードマップ整備の事例について紹介します～

長崎県、市町、水土里ネット長崎

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第１０３号

（１／２）

今回紹介する団体：

内容： 平成26年度に県内警戒ため池のハザードマップ作成業務（農村地域
防災減災事業）を実施しており、水土里情報システム（WebGIS）で一
元管理（ため池一斉点検データベース及びハザードマップ）を実施。

経緯：① 大規模な地震等の自然災害による被災を未然に防止するため、た
め池一斉点検を通じて施設の現状を把握するとともに決壊危険度や
周辺への影響度を確認し、ため池の効率的かつ重点的な防災・減災
対策を立てることを目的とし、県内140か所のハザードマップ作成
に着手。

② 今回作成したハザードマップを水土里情報システムへ登録するこ
とで県・各市町等と情報共有が可能となり、管理面でも一元管理が
図れる。

水土里情報システム（WebGIS）
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農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、久貝） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先
長崎県土地改良事業団体連合会 095-823-3101（代表）

期待される効果

① 県内を統一したデータベースで整備したことにより関係機関等（県・市
町）で情報共有が可能となる。

② ハザードマップ作成時に地域住民とワークショップを開催しており、地域
の防災意識向上が図られる。

③ ハザードマップのみでなく、点検結果、受益図、流域図、浸水想定区域図
等も登録している為、今後の改修に向けた整備計画策定業務等での活用が期
待できる。

水土里情報システム Ver2.0（WebGIS）

ＧＩＳシステムのバージョン情報

① 地域防災意識向上のための研修会等で活用

② 地域防災計画、訓練等での活用

③ 公民館等の公共施設での掲示

今後の活用予定

●表面 ●裏面


